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(57)【要約】
【課題】特別な装置や装備を付け加えなくても配管内の
水の凍結を防止したり配管内の水を加温でき、且つ安価
にこれを実現することのできる電熱ホースを提供する。
【解決手段】電熱ホース１０を、内部流体に接する内面
ゴム層１４と、外面ゴム層１８との積層構造をなし、外
面ゴム層１８が低電気抵抗の導電発熱層を、内面ゴム層
１４が高電気抵抗の絶縁層をなすホース本体１２及びホ
ース本体１２に距離を隔てて接続された一対の端子とを
含んで構成する。そして一対の端子間に電圧印加するこ
とで外面ゴム層１８を通電により発熱させ、内部流体を
加熱するようになす。
【選択図】　　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部流体に接する内面ゴム層と、外面ゴム層との積層構造をなし、該外面ゴム層が全体
的に低電気抵抗の導電発熱層とされる一方、前記内面ゴム層が該外面ゴム層に対して全体
的に高電気抵抗の絶縁層とされたホース本体、及び該ホース本体の外面ゴム層にホース軸
方向に距離を隔てて接続された一対の端子を有し、該一対の端子を電源に接続してそれら
端子間に電圧印加することで前記外面ゴム層を通電により発熱させ、前記内部流体を加熱
するようになしてあることを特徴とする電熱ホース。
【請求項２】
　請求項１において、前記外面ゴム層が、導電性を有するカーボンの該外面ゴム層への配
合量を多くすることによって低電気抵抗の導電発熱層となしてあり、前記内面ゴム層が、
該カーボンの該内面ゴム層への配合量を前記外面ゴム層よりも少なくすることで高電気抵
抗の絶縁層となしてあることを特徴とする電熱ホース。
【請求項３】
　請求項１，２の何れかにおいて、前記ホース本体の端部を相手部材に接続固定するホー
スクランプが前記端子を兼ねて構成してあることを特徴とする電熱ホース。
【請求項４】
　請求項１～３の電熱ホースから成り、ディーゼルエンジンの排気経路に供給するＮＯＸ

の液体還元剤としての尿素水を内部流体として流通させる、尿素水供給配管用としての電
熱配管ホース。
【請求項５】
　請求項１～３の何れかの電熱ホースから成り、燃料電池車の燃料電池スタックから発電
により生成した水を排出用として内部流通させる、燃料電池スタックのドレン配管用とし
ての電熱配管ホース。
【請求項６】
　請求項１～３の何れかの電熱ホースから成り、エンジン冷却水の循環配管の一部をなし
、エンジンから流出した水を車室内暖房用のヒータコアへと導く給水配管用としての電熱
配管ホース。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、通電により発熱して内部流体を加熱する電熱ホース及び内部流体を加熱す
る機能を有する配管用として用いられる電熱配管ホースに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来ディーゼルエンジンの自動車には、排気ガス中に含まれるＮＯＸの浄化装置が組み
込まれている。
　その浄化装置の１つとして、尿素ＳＣＲ還元システムを用いたものが使用されている。
　この尿素ＳＣＲ還元システムでは、ＮＨ３をＳＣＲ（選択的触媒）を用いて排気ガス中
のＮＯやＮＯ２等のＮＯＸと選択的に化学反応させ、ＮＯＸをＮ２（ガス）とＨ２Ｏとに
還元して排ガス中のＮＯＸを低減する。
【０００３】
　但しアンモニア（ＮＨ３）を車両に積むのは危険であるため、尿素を水に溶かした尿素
水をタンク（尿素水タンク）に入れて車両に搭載し、これを尿素水供給配管を通じてイン
ジェクタによりＳＣＲ触媒の上流位置で排気経路上に（排気管内の高温の排気ガス中に）
噴射する。
【０００４】
　噴射した尿素水は高温下で加水分解されてアンモニアガスとなり、ＳＣＲの触媒作用で
ＮＯＸを還元してＮ２（ガス）とＨ２Ｏとを生成する。
　尚、ディーゼルエンジンの自動車の排気ガス中に尿素水を噴射して排気ガス中のＮＯＸ
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を還元するシステムについては、例えば下記特許文献１に開示されている。
　また尿素水が凍結を起す問題点については、下記特許文献２に開示されている。
【０００５】
　しかしながらこの尿素水供給配管は床下配管であるため、冬季に配管内で尿素水が凍結
を起してしまうことがあり、尿素ＳＣＲ還元システムにおいてこれが問題となっている。
　而して尿素水が凍結を起すと、尿素水にて排ガス中のＮＯＸを低減できなくなる。
【０００６】
　そこでこの尿素ＳＣＲ還元システムでは、尿素水供給配管内部にヒータを設けて加熱を
行ったり、尿素水供給配管を断熱材で被覆して保温を図るなどの対策を施している。
【０００７】
　一方、燃料電池車においても配管内で水が凍結を起す問題を内包している。
　燃料電池車では、燃料電池スタック（セルの積層体）で水素と酸素とを電気化学反応さ
せて、化学エネルギーを電気エネルギーに変換し、発生した電気エネルギーを取り出して
モータを駆動するが、この燃料電池スタックでは発電によって水が生成するため、これを
ドレン配管を通じて外部に排出する。
【０００８】
　この燃料電池車において、起動時に生成する水の量は少なく、特に冬季においてその少
量の水がドレン配管内で凍結を起し、更に少量ずつ流れ込んでくる水が次々と凍結を起し
て、終にはドレン配管の詰まりを引き起こしてしまうといった問題を生ずる。
　そこでこの燃料電池車ではドレン配管を全長に亘って保温材で被覆することで対策して
いる。
【０００９】
　しかしながらディーゼルエンジン車における尿素ＳＣＲ還元システムにおける尿素水の
凍結防止，燃料電池車におけるドレン配管内の水の凍結防止の何れの対策においても、そ
の対策のための特別な装置や装備を施す必要があり、コストの増大をもたらす他、それら
装置ないし装備による空間占有の問題、またそれら装置ないし装備を付設することにより
自動車の重量増をもたらすといった問題がある。
【００１０】
　その他に、自動車ではエンジン冷却水を循環させてエンジン冷却を行うに際し、エンジ
ンで加温された水（温水）を車室内の暖房用のヒータコアへと導いて、車室内暖房を行う
ようにしているが、この場合当然ながらエンジンが温まるまで、エンジンからの温水の流
出はなく、車室内暖房を行うことができない。
【００１１】
【特許文献１】特開２００２－１６６１３０号公報
【特許文献２】特開２００６－１２５４８０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　本発明はこうした事情を背景とし、特別な装置や装備を付け加えなくても配管内の水の
凍結を防止したり配管内の水を加温したりでき且つ安価にこれを実現することのできる電
熱ホース及び電熱配管ホースを提供することを目的としてなされたものである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　而して請求項１は電熱ホースに関するもので、このホースは、内部流体に接する内面ゴ
ム層と、外面ゴム層との積層構造をなし、該外面ゴム層が全体的に低電気抵抗の導電発熱
層とされる一方、前記内面ゴム層が該外面ゴム層に対して全体的に高電気抵抗の絶縁層と
されたホース本体、及び該ホース本体の外面ゴム層にホース軸方向に距離を隔てて接続さ
れた一対の端子を有し、該一対の端子を電源に接続してそれら端子間に電圧印加すること
で前記外面ゴム層を通電により発熱させ、前記内部流体を加熱するようになしてあること
を特徴とする。
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【００１４】
　請求項２の電熱ホースは、請求項１において、前記外面ゴム層が、導電性を有するカー
ボンの該外面ゴム層への配合量を多くすることによって低電気抵抗の導電発熱層となして
あり、前記内面ゴム層が、該カーボンの該内面ゴム層への配合量を前記外面ゴム層よりも
少なくすることで高電気抵抗の絶縁層となしてあることを特徴とする。
【００１５】
　請求項３の電熱ホースは、請求項１，２の何れかにおいて、前記ホース本体の端部を相
手部材に接続固定するホースクランプが前記端子を兼ねて構成してあることを特徴とする
。
【００１６】
　請求項４は電熱配管ホースに関するもので、このホースは、請求項１～３の電熱ホース
から成り、ディーゼルエンジンの排気経路に供給するＮＯＸの液体還元剤としての尿素水
を内部流体として流通させる、尿素水供給配管用として用いられるものであることを特徴
とする。
【００１７】
　次に請求項５の電熱配管ホースは、請求項１～３の何れかの電熱ホースから成り、燃料
電池車の燃料電池スタックから発電により生成した水を排出用として内部流通させる、燃
料電池スタックのドレン配管用として用いられることを特徴とする。
【００１８】
　請求項６の電熱配管ホースは、請求項１～３の何れかの電熱ホースから成り、エンジン
冷却水の循環配管の一部をなし、エンジンから流出した水を車室内暖房用のヒータコアへ
と導く給水配管用として用いられることを特徴とする。
【発明の作用・効果】
【００１９】
　以上のように本発明は、内面ゴム層と、外面ゴム層との積層構造をなすホース本体の外
面ゴム層を全体的に低電気抵抗の導電発熱層とする一方、内面ゴム層を高電気抵抗の絶縁
層となし、そして外面ゴム層に接続した一対の端子に電源から電圧印加して外面ゴム層を
通電により発熱させ、内部流体を加熱するようになしたものである。
【００２０】
　本発明の電熱ホースは、これを配管用として用いたとき、ホース自体の発熱作用により
内部流体を加熱して加温することができ、その加熱により内部流体の凍結を防ぎ或いは解
凍することができる。
　また内部の冷たい流体をホースの有する発熱作用にてこれを温めることができる。
【００２１】
　しかもこの本発明によれば、配管部材となるホース自体が内部流体に対する加熱作用を
有しているため、従来必要とされていたヒータ等の加熱装置を不要となすことができ、或
いは場合によって配管を覆う断熱被覆を省略することも可能となり、内部流体の凍結防止
や解凍或いは加熱作用による昇温を特別な装置ないし装備を用いなくても安価に行うこと
ができる。
【００２２】
　またこの本発明のものは、ホースの外面ゴム層全体が発熱層をなしているため、内部流
体を外周面の全面から効率高く加熱することができ、しかもその加熱を全周面に亘って均
一に行うことができる。
　またニクロム線等の発熱体を用いる場合に比べて断線の恐れもない利点を有している。
【００２３】
　本発明では、導電性を有するカーボンの外面ゴム層への配合量を多くすることによって
、外面ゴム層を低電気抵抗の導電発熱層となし、また内面ゴム層へのカーボンの配合量を
少なくすることで高電気抵抗の絶縁層となしておくことができる（請求項２）。
　このようにすれば、極めて簡単に外面ゴム層を導電発熱層として構成し、また内面ゴム
層を絶縁層として構成することができる。
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【００２４】
　またこの請求項２によれば、単に導電性を有するカーボンの配合量を調整するだけで良
いため、電熱ホースを従来の通常のホースと同等に安価に構成することができる。むしろ
外面ゴム層についてはカーボン量を多くすることによって、価格の高いポリマーゴムの量
が相対的に少なくなるため、電熱ホースのコストを従来の通常のホースよりも安価に構成
することが可能である。
　またカーボンの配合量によって体積電気抵抗を制御できるため、外面ゴム層，内面ゴム
層の体積電気抵抗を極めて容易に所望の電気抵抗となすことができる。
【００２５】
　次に請求項３は、ホース本体の端部を相手部材に接続固定するホースクランプを上記の
端子を兼ねて構成したもので、このようにすれば、ホースクランプとは別に端子を外面ゴ
ム層に接続することを要せず、電熱ホースのコストをより低減することができる。
【００２６】
　次に請求項４は、上記電熱ホースを、ディーゼルエンジンの排気経路に供給するＮＯＸ

の液体還元剤としての尿素水を内部流体として流通させる尿素水供給配管用として構成し
たもので、この請求項４によれば、尿素ＳＣＲ還元システムにおいて従来用いられていた
尿素水の凍結防止用のヒータを省略することが可能となり、或いはまた場合によって配管
を被覆する断熱材の保温層を省略することも可能となり、所要コストを低減することがで
きるとともに、凍結防止のためのヒータ等の加熱装置その他の装備を省くことによって、
それらが空間を占有してしまう問題や、自動車の重量増をもたらす問題を解決することが
可能となる。
【００２７】
　次に請求項５は、上記電熱ホースを、燃料電池車の燃料電池スタックから発電により生
成した水を排出用として内部流通させる燃料電池スタックのドレン配管用として構成した
もので、この請求項５によれば、ドレン配管内で発電により生成した水が凍結起し、これ
が基でドレン配管内が閉塞を起してしまう問題を解決することができる。
【００２８】
　またこの請求項５においても、凍結防止用のヒータ等の加熱装置を省略することが可能
となり、或いはまた配管を被覆する断熱材の保温層を省略することも可能となり、それら
に要するコストを削減することが可能となる。
　またそれら加熱装置や保温のための装備を省略できることによって、それらによる空間
占有の問題や、車両の重量増をもたらす問題を解決することができる。
【００２９】
　請求項６は、上記電熱ホースを、エンジン冷却水の循環配管の一部をなし、エンジンか
ら流出した水を車室内暖房用のヒータコアへと導く給水配管用として用いたもので、この
請求項６によれば、エンジンにより冷却水が温められるまでの間に電熱ホースにて給水配
管内の冷たい水を温めることができ、これによりエンジン始動当初から車室内暖房を行う
ことが可能となる効果が得られる。
　またこの請求項６においても、暖房用として用いられる水を加熱するための予備加熱ヒ
ータ等の加熱装置を付加しなくても良いので、安価に車室内暖房用の水の加熱による昇温
を実現することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３０】
　次に本発明の実施形態を図面に基づいて詳しく説明する。
　図１において、１０は本実施形態の電熱ホースで、１２はホース本体である。
　ホース本体１２は、内面ゴム層１４と、断面中間の補強層１６と、外面ゴム層１８との
積層構造をなしている。
　ここで外面ゴム層１８は全体的に低電気抵抗の導電発熱層とされる一方、内面ゴム層１
４は外面ゴム層１８に対して全体的に高電気抵抗の絶縁層とされている。
【００３１】
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　２０は、ホース本体１２の各端部を相手側の配管パイプ２２に対して接続固定するホー
スクランプで、ここではホースクランプ２０が導電性の金属製とされ、かかるホースクラ
ンプ２０が外面ゴム層１８に電圧印加して外面ゴム層１８を通電により発熱させる端子を
兼ねている。
　これら端子を兼ねたホースクランプ２０は、ホース本体１２とともに本実施形態の電熱
ホース１０を構成している。
【００３２】
　２４は、端子を兼ねた一対のホースクランプ２０に接続された電源で、この電源２４に
より、ホース本体１２における外面ゴム層１８に対してホース軸方向に電圧印加され、こ
れにより外面ゴム層１８への通電が行われて、その通電により外面ゴム層１８全体が導電
発熱し、流路２６を流通する内部流体を加熱作用する。
【００３３】
　この実施形態において、上記補強層１６は有機繊維等からなる補強糸をブレード編組，
スパイラル編組，ニット編組等により編組して構成してある。
　一方外面ゴム層１８は、この実施形態では通常ゴム材料に補強用充填材として配合され
る導電性のカーボンが高充填配合されることで、かかる外面ゴム層１８が低電気抵抗の導
電発熱層とされている。
　また一方、内面ゴム層１４についてはカーボンの配合量が少なくされることによって、
かかる内面ゴム層１４が外面ゴム層１８に対して低電気抵抗の絶縁層とされている。
【００３４】
　この実施形態において、外面ゴム層１８はゴム材質はＥＰＤＭであり、以下の方法にて
測定される体積電気抵抗率が１×１０３Ωcmであり、カーボンの配合量は６０phrである
。
　体積電気抵抗率は、JIS K 6911に基づき、図３（Ａ）に示すような導電体に導電性ペー
ストを塗布した電極を用い、図３（Ｂ）に示すように予め厚さを測定した被測定物を電極
１と電極２で挟んで電極間に電圧を印加し、その時の電流値を測定して、下記計算式を用
いて求めることができる。
【００３５】

【数１】

【００３６】
　本実施形態において、外面ゴム層１８は通電による発熱を十分に行わせる上で、その体
積電気抵抗率は１×１０３Ωcm以下としておくことが望ましい。
【００３７】
　一方内面ゴム層１４については、良好な絶縁性能を付与する上で体積電気抵抗率を１×
１０４Ωcm以上となしておくことが望ましい。
　またこれに応じて外面ゴム層１８のカーボンの配合量は４０phr以上となしておくこと
が望ましく、また内面ゴム層１４についてはカーボンの配合量を４０phr未満となしてお
くことが望ましい。
　尚電熱ホースは、図２に示すように図１の補強層１６を有しない内面ゴム層１４と、外



(7) JP 2009-85352 A 2009.4.23

10

20

30

40

50

面ゴム層１８との積層構造の電熱ホース１０となしておくこともできる。
【００３８】
　図４及び図５は、上記電熱ホース１０の各種配管用への適用例を示している。
　このうち図４は、電熱ホース１０（図１の電熱ホース１０）を尿素水供給配管用として
、及び給水配管用として適用した例を示し、また図５（図２の電熱ホース１０）は、電熱
ホース１０を燃料電池車における燃料電池スタックのドレン配管用として適用した例をそ
れぞれ示している。
【００３９】
　図４において、２８はエンジンで、３０はラジエータ、３２は吸気マニホルド、３４は
排気マニホルドである。
　３６，３８はエンジン冷却水の循環配管で、３６はエンジン２８とラジエータ３０とを
連絡するラジエータ側配管、３８はエンジン２８と車室内の暖房用のヒータコア４０とを
連絡するヒータ側配管である。
【００４０】
　４２はターボチャージャで、排気マニホルド３４から排出された排気によりタービンホ
イール４４を高速回転させ、そしてこれとともに高速回転するコンプレッサホイール４６
にて、エアクリーナ４８を通過して吸入された空気を圧縮し、その圧縮空気を供給配管５
０を通じてインタークーラ５２で冷却した上で、吸気マニホルド３２からエンジン２８へ
と供給する。
【００４１】
　５４はエンジン２８からの排気ガスを排出する排気管で、この排気管５４上に、尿素Ｓ
ＣＲ還元システムにおける触媒装置５６と、その下流側においてサイレンサ５８とが設け
られている。
　ここで触媒装置５６は、排気ガス中のＮＯＸを触媒作用でアンモニアとの反応によりＮ

２（ガス）と水とに還元して、排気ガス中のＮＯＸを低減するもので、６０は液体還元剤
としての尿素水を貯える尿素水タンク、６２は尿素水タンク６０内部の尿素水を触媒装置
５６における上流側に供給する尿素水供給配管，６４はその尿素水供給配管６２上に設け
られた供給ポンプである。
【００４２】
　尿素水供給配管６２を通じて排気ガス中に供給された尿素水は、排気ガスの高温度で加
水分解されてアンモニアガスを生成する。
　発生したアンモニアガスは触媒装置５６の触媒作用で排気ガス中のＮＯＸと反応し、こ
れを還元して上記のＮ２（ガス）とＨ２Ｏを生成する。
　この還元反応により排気ガス中のＮＯＸが低減せしめられる。
【００４３】
　６６は尿素水供給配管６２の一部をなす、上記電熱ホース１０を用いた電熱配管ホース
で、尿素水供給配管６２はこの電熱配管ホース６６と、金属若しくは樹脂等の剛性の配管
パイプ６８とで構成されている。
　７０は上記のヒータ側配管３８において、エンジン２８からの水（温水）をヒータコア
４０へと供給するヒータ側配管３８の一部として設けられた電熱配管ホースで、ヒータ側
配管３８は、この電熱ホース７０と金属，樹脂等の剛性の配管パイプ７１とで構成されて
いる。
　電熱配管ホース６６，７０は、それぞれ自動車のバッテリを電源として通電せしめられ
、外面ゴム層１８において導電発熱する。
【００４４】
　この図４の実施形態では、尿素水タンク６０から排気ガス中に供給される尿素水が、尿
素水供給配管６２上において電熱配管ホース６６によって加熱され、凍結防止或いは解凍
される。
　また一方、ヒータ側配管３８である給水配管７２内において、未だエンジン２８が暖ま
らず、従って冷水状態の水が電熱配管ホース７０による加熱にて温められ、ヒータコア４
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０へと供給される。
【００４５】
　即ちこの電熱配管ホース７０はエンジン２８が温まるまでの、つまりヒータコア４０へ
と供給されるヒータ側配管３８の給水配管７２内の水が温まるまでの間、内部の冷水を加
温して昇温させるためのプレヒータとして用いられる。
　従ってエンジンの温度上昇により給水配管７２内の水が温まった後は、この電熱配管ホ
ース７０は作動停止される。
【００４６】
　以上のように本実施形態の電熱ホース１０は、内面ゴム層１４と、補強層１６と、外面
ゴム層１８との積層構造をなすホース本体１２の外面ゴム層１８を、全体的に低電気抵抗
の導電発熱層とする一方、内面ゴム層１４を高電気抵抗の絶縁層となし、そして外面ゴム
層１８に接続した一対の端子に電源２４から電圧印加して外面ゴム層１８を通電により発
熱させ、内部流体を加熱するようになしたものである。
【００４７】
　かかる本実施形態の電熱ホース１０は、電熱ホース１０自体の発熱作用により内部流体
を加熱することができ、その加熱により内部流体の凍結を防ぎ或いは解凍することができ
る。
　また内部の冷たい流体をホースの有する発熱作用にて温めることができる。
【００４８】
　しかもこの本実施形態では、電熱ホース１０自体が内部流体に対する加熱作用を有して
いるため、従来必要とされていたヒータ等の加熱装置を不要となすことができ、或いは場
合によって配管を覆う断熱被覆を省略することも可能となり、内部流体の凍結防止や解凍
或いは加熱作用による昇温を特別な装置ないし装備を用いなくても安価に行うことができ
る。
【００４９】
　またこの実施形態では、電熱ホース１０の外面ゴム層１８全体が発熱層をなしているた
め、内部流体を外周面の全面から効率高く加熱することができ、しかもその加熱を全周面
に亘って均一に行うことができる。
　またニクロム線等の発熱体を用いる場合に比べて断線の恐れもない利点を有している。
【００５０】
　更に本実施形態では、導電性を有するカーボンの外面ゴム層１８への配合量を多くする
ことによって外面ゴム層１８を低電気抵抗の導電発熱層となし、また内面ゴム層１４への
カーボンの配合量を少なくすることで高電気抵抗の絶縁層となしているため、極めて簡単
に外面ゴム層１８を導電発熱層として構成し、また内面ゴム層１４を絶縁層として構成す
ることができる。
【００５１】
　また、単に導電性を有するカーボンの配合量を調整するだけで良いため、電熱ホース１
０を従来の通常のホースと同等に安価に構成することができる。むしろ外面ゴム層１８に
ついてはカーボン量を多くすることによって、価格の高いポリマーゴムの量を相対的に少
なくできるため、電熱ホース１０のコストを従来の通常のホースよりも安価となすことが
可能である。
　またカーボンの配合量によって体積電気抵抗を制御できるため、外面ゴム層１８，内面
ゴム層１４の体積電気抵抗を極めて容易に所望の電気抵抗となすことができる。
【００５２】
　本実施形態ではまた、ホース本体１２の端部を配管パイプ２２に接続固定するホースク
ランプ２０をもって電圧印加用の端子となしているため、ホースクランプ２０とは別の端
子を外面ゴム層１８に接続することを要せず、電熱ホース１０のコストをより低減するこ
とができる。
【００５３】
　次に図４に示す実施形態では、電熱ホース１０をディーゼルエンジン２８の排気管５４
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に供給するＮＯＸの液体還元剤としての尿素水を内部流体として流通させる尿素水供給配
管６２用としており、この場合尿素ＳＣＲ還元システムにおいて従来用いられていた尿素
水の凍結防止用のヒータを省略することが可能となり、或いはまた場合によって配管を被
覆する断熱材の保温層を省略することも可能となり、所要コストを低減することができる
とともに、凍結防止のためのヒータ等の加熱装置その他の装備を省くことによって、それ
らが空間を占有してしまう問題や、自動車の重量増をもたらす問題を解決することが可能
となる。
【００５４】
　また上記電熱ホース１０を、ヒータ側配管３８の給水配管用として用いた例では、エン
ジン２８により冷却水が温められるまでの間、電熱配管ホース７０にて内部の冷却水を温
めることができるため、エンジン２８の始動当初から車室内暖房を行うことが可能となる
効果が得られる。
　その場合においても、暖房用として用いられる水を加熱するためのプレヒータ等の加熱
装置を付加しなくても良いので、安価にヒータコア４０へと送られる水の加温を実現する
ことができる。
【００５５】
　次に図５の実施形態について説明する。
　図において７４は燃料電池スタックで、ここでは水素タンク７６から供給された水素と
、エアクリーナ４８を通じて供給された空気（酸素）とを、燃料電池スタック７４で電気
化学反応させて電気を取り出し、これをモータ７８へと送って自動車の駆動力とする。
【００５６】
　８０は、燃料電池スタック７４からモータ７８への電気の供給をコントロールするコン
トローラである。
　また８１は、燃料電池スタック７４で発生した水を排出するドレン配管で、ここでは図
１に示す電熱ホース１０が、ドレン配管８１の配管部材として、即ち電熱配管ホース８２
として用いられている。
　尚この図５の実施形態においても、電熱配管ホース８２の通電による発熱のための電源
として自動車のバッテリが用いられている。
【００５７】
　この実施形態では、燃料電池スタック７４での発電に際して発生した水がドレン配管８
１を通じて排出され、その際に電熱配管ホース８２にてその排出水が加熱される。
【００５８】
　従ってこの実施形態では、ドレン配管８１内で発電により生成した水が凍結を起し、こ
れが基でドレン配管８１内が閉塞を起してしまう問題を解決することができる。
　またこの実施形態においても、凍結防止用のヒータ等の加熱装置や配管を被覆する断熱
材の保温層を別途に設けることを省くことが可能となり、それらに要するコストを削減す
ることができる。
　またそれら加熱装置や保温のための装備を省略できることによって、それらによる空間
占有の問題や、車両の重量増をもたらす問題を解決することができる。
【００５９】
　以上本発明の実施形態を詳述したがこれはあくまで一例示である。
　例えば図１の電熱ホース１０を、上例以外の他の積層構造となすことも可能であるし、
また本発明の電熱ホース１０を図４及び図５に示した用途以外の各種用途に使用すること
が可能である等、本発明はその趣旨を逸脱しない範囲において種々変更を加えた形態で構
成可能である。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】本発明の一実施形態である電熱ホースを示す図である。
【図２】図１とは別の実施形態である電熱ホースを示す図である。
【図３】体積電気抵抗率の測定方法の説明図である。
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【図４】図１の電熱ホースの配管への適用例を示した図である。
【図５】図２の電熱ホースの配管への適用例を示した図である。
【符号の説明】
【００６１】
　　　　１０　電熱ホース
　　　　１２　ホース本体
　　　　１４　内面ゴム層
　　　　１６　補強層
　　　　１８　外面ゴム層
　　　　２０　ホースクランプ
　　　　２２　配管パイプ
　　　　２４　電源
　　　　２８　エンジン
　　　　３８　ヒータ側配管
　　　　５４　排気管
　　　　６２　尿素水供給配管
　　　　６６　電熱配管ホース
　　　　７０　電熱配管ホース
　　　　７２　給水配管
　　　　７４　燃料電池スタック
　　　　８１　ドレン配管
　　　　８２　電熱配管ホース

【図１】 【図２】
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